
平成 28 年度 九州国際大学付属高等学校

数 学 入学試験問題

問題用紙 （１～13 ページ） 試験時間 （50 分）

注 意 事 項

１. 試験問題は、試験開始の合図があるまで開けないこと。

２. 試験開始後、問題冊子の印刷の不具合などに気付いた場合は手を挙げて監督者に

申し出ること。

３. 解答は、すべて解答用紙に記入すること。

４. 計算機、定規、分度器、アラーム、携帯電話等の使用は禁止する。

５. 体調不良等の場合は監督者に申し出ること。

６. 問題用紙は、各自持ち帰ること。



次の⑴～⑽までの各問いに答えなさい。

⑴ ３－２2 ÷ ２３ ＋４を計算しなさい。

⑵ m＝
３a＋６b
２ を aについて解きなさい。

⑶ ax2 ＋２ax －３aを因数分解しなさい。

⑷  24 ＋  ２ ２－ ６
 ３  を簡単にしなさい。

⑸ ２次方程式２x2 －３x－１＝０を解きなさい。

⑹ 関数 y＝－２x2 において，x の変域が a ≦ x ≦１ のとき，yの変域が －18≦ y ≦０と
なる。このとき，aの値を求めなさい。

⑺ － ５ ≦ a ≦  17 を満たす整数 aの個数を求めなさい。

⑻ ２つのさいころを同時に投げるとき，目の和が素数となる確率を求めなさい。

⑼ 図のように，ℓ//mのとき，∠x の大きさを求めなさい。

⑽ 図のように，水が入った直方体ABCD－ EFGHがある。DH＝GH＝２ ５㎝，

FC＝ 10㎝のとき，水の体積を求めなさい。
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図のように，放物線 y＝ ax2 上に２点Ａ，Ｂがあり，x座標はそれぞれ－２，３である。

また，この２点を通る直線ＡＢの式が y＝ １２ x ＋ bである。

このとき，次の各問いに答えなさい。

⑴ aの値を求めなさい。

⑵ bの値を求めなさい。

⑶ 放物線上に x座標が t である点Ｃをとる。ただし，０＜ t ＜３とする。

△ＡＢＣの面積が△ＯＡＢの面積の ２３ 倍となるとき，点Ｃの座標を求めなさい。
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以下のように，規則的に数を並べる。

１，２，１，２，３，２，１，２，３，４，３，２，１，２，３，４，５，４，３，・・・

このとき，次の各問いに答えなさい。

⑴ ６回目の１が出てくるのは，最初から数えて何番目か。

⑵ 初めて９が出てくるのは，最初から数えて何番目か。

⑶ 最初の数から 50 番目の数までの，すべての数の和を求めなさい。

－ 5－

３



－ 6－

計 算 用 紙



あるスーパーマーケットでは，購入金額に応じてポイントの付く，ポイントカードがある。

ポイントカードの使用についてのルールは下記の５点である。

① 100 円ごとに１ポイントが付く。

② カレンダーの○の付いた日は，２倍のポイントが付く。

③ ポイントカードを忘れた場合，ポイントは付かない。

④ 貯まったポイントは翌日以降の買い物の際，「１ポイント＝１円」として利用できる。

⑤ ポイントを使用した時は，ポイントで支払った金額を除いた金額分のポイントが付く。

Ｋ君は，このスーパーマーケットで，ある月の 11，12，13 日に買い物をした。11 日と 12 日

は同じ金額の買い物をしたが，11 日だけはポイントカードを家に忘れてしまったので，この日

のポイントは付かなかった。この３日間で，支払いにポイントは使用しておらず，買い物の合

計金額は 4800 円で，ポイントは 42 ポイント貯まった。

＜Ｋ君が買い物をした月のカレンダー＞

このとき，次の各問いに答えなさい。ただし，買い物の支払いはすべて 100 円以上の紙幣・

硬貨しか使用しておらず，おつりもなかったものとする。

⑴ 11 日に買い物をした金額を x 円，13 日に買い物をした金額を y 円として，

連立方程式をつくりなさい。

⑵ 13 日に買い物をした金額を求めなさい。

その後，何日か買い物をして，ポイントがちょうど 200 ポイントになった。28 日にそのポイ

ントをすべて使用し，ある品物を購入したら，またポイントが 26 ポイント付いた。

⑶ 28 日に購入した品物の値段を求めなさい。
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図のように，ＢＣを直径とする半径２の円O がある。

円O の周上に点Ａをとり，辺ＡＣを一辺とする正三角形ＡＣＤをつくる。このとき，直線

ＡＤは円Oの接線になった。また，ＢＤとＡＯ，ＡＣとの交点をそれぞれＥ，Ｆとする。

このとき，次の各問いに答えなさい。ただし，円周率はπとする。

⑴ ∠ＡＣＢの大きさを求めなさい。

⑵ 斜線部分の面積を求めなさい。

⑶ △ＡＥＦの面積を求めなさい。
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次の各問いに答えなさい。ただし，円周率はπとする。

⑴ 下図の二等辺三角形ＡＢＣは，ＡＢ＝ＡＣ＝  13 ㎝，ＢＣ＝４㎝である。直線ℓは点Ｃ

を通り，ＢＣ⊥ℓである。このとき，二等辺三角形ＡＢＣを直線ℓを回転の軸として１回転

させてできる立体の体積を求めなさい。

図のように，空間内に平面Ｐがあり，これにＤＥ＝ＤＦ＝ 10 ㎝，ＥＦ＝８㎝の二等辺三角形

ＤＥＦがかかれている。底面の半径が２㎝，高さが３㎝の円錐が，底面を平面Ｐにつけたまま

二等辺三角形ＤＥＦの外側を辺に接しながら一周する。

⑵ 円錐の底面が通過してできる平面Ｐ上の図形の面積を求めなさい。

⑶ 円錐が通過してできる立体の体積を求めなさい。
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